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社会福祉法人共栄福祉会 若久緑園

〒815－0042 福岡市南区若久2丁目3番51号

TEL （092）551-4011

FAX （092）551-4012

E-mail :wakahisa-midori@suo.bbiq.jp

P１ 「 13年の引継ぎ終了～次のステージへ～」

P2,3 各寮より

P4 エイサー特集

P5 ミドスポ！

P6 厨房、研修

P８ お知らせ、寄贈・寄付、苦情受付委員会など

若久緑園季刊紙 グリーンピース 第29号

今回の『ＧＲＥＥＮ ＰＥＡＣＥ』の題字は青葉寮、Sさんの原案・作品です。

13年間の引継ぎ業務終了～次のステージへ～
支援部課長 上原桂一郎

平成１５年４月１日午前０時に福岡県の職員の方が若久緑園を後にされた様子が、今でも鮮明に

思い出される。当時、引き継ぎを兼ねて、年度またぎで夜勤をしていた為、最後の県立の職員さん

を送り出したのを覚えている。共栄福祉会として運営が始まり、早いもので１３年目を終えようと

している。平成１５年に６０名の子ども達の引き継ぎを受け、職員４３名でスタートした。今では、

当時を知る職員も１８名になっている。そして、昨年１０月に県立から引き継ぎを受けた最後の子

ども（Ｓくん：当時５歳）が１８歳まで成長し、無事に退園することができた。１３年という年月

をかけて県立からの子ども６０名を巣立つ場に立ち会うことができ、本当の意味での福岡県からの

引き継ぎが完了したというのが実感である。 

この１３年間で様々な出来事があった。若久緑園といえば、余暇活動であろう。キャッチボール

も出来なかった子ども達が職員と一緒に練習を始め、８年間かけ県大会の優勝を経験し、九州大会・

全国大会までも出場することができた。サッカーでもルールさえ分からなかった子ども達が県大会

で優勝できるまでとなった。音楽活動でも職員バンドをきっかけに、子どもバンド『smile smile』

を立ち上げ、かしわ哲さんと出会い、ライブハウス（ドラムロゴス・ドラムＢ１）で演奏すること

もできた。エイサー活動も今では様々なイベントから依頼を受けて演舞するまでとなった。一昨年

は、子ども達と一緒に富士山登頂を成功させた。そのような活動が認められ、日本知的障害者福祉

協会の月刊誌「さぽーと」からの取材を受けたことは、職員にとって大きな自信となった。余暇活

動を通して子ども達と「悔しさ」「喜び」「達成感」を一緒に感じることができ、子ども達から受け

取ったものは数えきれない程あることを改めて思い出す。 

若久緑園の初代園長でもあった前理事長（椎葉宣幸氏）が７年前に亡くなられたことは、法人と

って大きな出来事であった。 

そして、もう県立時代を知る者は誰もいない。新生若久緑園として、次のステージへ踏み出して

いる。福岡県から移管を受けて、２０年３０年と過ぎていく中で、沢山の子ども達との「出会い」

や「別れ」があるだろう。福祉施設として、どれだけ子ども達の人生に関われるかが試されている。

今後も子ども達の支えとなるよう関わりを持ち続けたいと思う。 
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２０１６年がスタートしました！！青葉の子ども達は毎日、元気に楽しく送っています。昨年の秋に

は北九州にある「いのちのたび 博物館」に行ったり、緑園のクリスマス会、担当とのお出掛け、年越

しパーティー等々…盛りだくさんの行事がありました。平成２８年度もみんなが心からハッピーになれ

る寮を目指していきたいと思います！

若葉寮の

平成２７年度もあとわずか。
それぞれの外出だけではなく

行事としても様々な事をみんな
で取り組んできました。
一人一人がまた成長する機会
になったのではないかと思いま

す。

宝満山登山

がんばりました！

サッカー県大会

みんなの力をひとつに。

詳しくは「みどスポ」

で。

高校生 ＶＳ 職

はじめての

プロレス観戦。

登山のあとは・・・
みんなでお風呂に入って、
打ち上げで満腹♪

ワ カ バ

フ ユ
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２０１６年 明けましておめでとうございます。

今年もよろしくお願いします。年末年始は、カラオケや初詣、凧上げ等行っています。写真はグランドから場所を変

えて、公園で凧揚げを行った写真です。あまり寒くなかったことで、気分良く凧あげを楽しむことができました。 さあ、

２０１６年が始まりました！今年はどんな年になるのでしょう。今年も照葉寮の児童は、心身ともに健康に過ごせるよ

う願い、そして学業、生活全般に頑張っていきたいと思います！！

クリスマス会の様子

1月の大雪の日

グランドで思いっきり遊びました

2015年、4月の小学部 3名・中学部 1名・高等部 3名のドキドキわくわく入学式から始まり、 

5月ＧＷは照葉寮と合同で糸島バーベキュー。7月はソフトバレー大会でＢパート準優勝!! 

8月は夏の外出、雨だったけど楽しかったメルヘン村、お姉さんグループは糸島でリップ、ハンドクリーム作り。 

そうめん流しの体験、海で花火など朝早くから夜までいっぱい楽しみました。 

10月は秋の外出、昼食バイキングに、みかん狩りと芋掘り。お腹いっぱい良い思い出が出来ました。 

12月はクリスマス会、はらぺこあおむしの劇とダンス。児童手作りの衣装を着てのファッションショー。 

夜は大画面での映画鑑賞を楽しみました。思い返すとどれも良い思い出です♪ 

そして 2016年スタート。子どもたちはそれぞれ新年の目標を立てました。「実習を頑張る」「勉強をがんばる」 

「お手伝いを頑張る」「たくさん外で遊ぶ」「おまんじゅうを沢山食べる」など… 

この目標を達成できるように、そしてみんなが元気に過ごせる良い一年になれる様子どもたちと一緒に職員も 

頑張っていきたいと思います。今年もどうぞよろしくお願い致します。 



　　　　　　平成 ２８年 １月 １３日 （水）　 緑園エイサー新聞

【大人エイサー隊】 【こどもエイサー隊】
６月 筑紫丘公民館 『イベント』 ８月 老人ホーム松生園 『誕生日会』

７月 若久２丁目 『夏祭り』 ８月 筑紫丘小青少年育成連合会 『サマースクール』

８月 筑紫丘小青少年育成連合会 『サマースクール』 ８月 福岡コロニー 『夏祭り』

８月 福岡コロニー 『夏祭り』 ９月 老人ホーム松生園 『敬老の日』

１０月 和白青松園 『運動会』 １１月 緑園職員 『結婚式』

１１月 筑紫丘公民館 『文化祭』

１１月 緑園職員 『結婚式』



　平成 ２７年 １２月 ６日 （日）　 緑園スポーツ新聞
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【試合結果 ： リーグ表】 【控え】

【監督】

【コ－チ】

【スターティングイレブン】
若久ＦＣ ゆうあい 北九高等 福岡高等

若久ＦＣ ○ ４ ‐ ０ ● ○ ６ ‐ ０ ● ○ １ ‐ ０ ●

北九州ゆうあい ● ０ ‐ ４ ○  ○ ３ ‐ ２ ●  ○ ３ ‐ ２ ●

北九州高等学園 ● ０ ‐ ６ ○  ● ２ ‐ ３ ○  ○ ３ ‐ １ ●

福岡高等学園 ● ０ ‐ １ ○  ● ２ ‐ ３ ○  ● ３ ‐ １ ○



6

今年度も全力で音楽と向き合ってきたsmile smile。

新たなメンバー加入やテクノサウンドを取り入れた新しい

楽曲など、今までにない新境地へと辿り着いた僕たち。

そして今年も３月５日に行われる「西南ミュージックフェスタ

２０１６」への出演も決定しています。今後も新たなる挑戦を

続け、更に飛躍し続けますので応援よろしくお願い致します。

スマイルの覚醒

今年も若久緑園のクリスマス会がやってまいりました。今回は昨年より規模を縮小して実施しています。

内容としては、各寮でビンゴゲームやカラオケ、各児童による出し物等がありました。食事ではピザやケー

キ等振る舞われ、全体としてはアットホームな雰囲気になり、とても楽しいクリスマス会になりました。

最後の締めは、スマイルスマイルのバンド演奏が訓練棟であり、大変盛り上がった一日となりました。



◎１０月の園内研修

　　　社会福祉法人　野の花学園　第一野の花学園の山下氏を講師にお迎えして、宿泊型自立訓練やグループホーム

◎１１月の園内研修
　　・１１月２６日に「なかにわメンタルクリニック」中庭先生にお越し頂き、園内研修で講義をしてくださいました。
　　　若久緑園特有の「愛着形成に起因すると思われる行動」などについて医療という立場から詳しくお話し頂き、
　　　これからの私たちの現場ですぐに活かせそうな内容で、職員一同、興味津々で聞かせて頂きました。

　　・今月は職員会議第二部の時間を使い、ある事例についてのケーススタディ。そしてその情報を元に10月２７日の
　　　園内研修でケースカンファレンスを行いました。皆で事例について課題解決をしていくプロセスを再確認しながら、
　　　講師の竹石先生からの「現場に即した目からウロコの情報やアドバイス」を教えて頂きました。

　　　　・行動問題の原因分析と対応
　　　　・広報担当者研修

　　　　年度後半も各部署各職員とも内外の様々な研修に参加しました。

　　　などについてご教授頂きました。聞いたことのない内容が多かった研修で、今後の支援に活かすべき事がたくさん

◎１月の園内研修
　　・序盤は副園長から「共同生活援助支援から見た、社会生活を送るために児童期に必要な支援とは」という題で
　　　当法人のグループホーム支援から得た児童期の支援のポイントを話してもらいました。そして後半は、
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　　　　・法人外施設体験実習　（穂波学園　／　月の輪学園）

　　　障がい者の方への支援等について貴重なお話をたくさんお聞かせいただきました。

　　　あり、また健常発達を知る事で発達障がいを知るという事を学びました。

　　　支援のご経験を元に、児童期と成人期そしてそれ以降の福祉サービスがつながっている事の大切さや、触法

◎２月の園内研修
　　・「ふぉるつぁ」の竹石先生にお越し頂き「健常発達とは」「特性とは」「ホルモンバランスによる変化」「男女の違い」

　　　　研修で学んだ事を子ども達の為に活かしてまいります。

　　　　・衛生セミナー

　　　　・新人職員研修
　　　　・権利擁護研修

　　　　・感染症予防研修

毎月、職員が趣向を凝らしたメニューを考えています

諌山シェフの

牛すじと大根の特製煮込み

蓑田シェフの

牛肉レタスチャーハン～おさつハムを添えて

豊田シェフの

たっぷりキノコのカレーオムライス



大谷和彦様　より　　　　図書カード
伊達直人様　より　　　　図書カード
三沢龍樹様　より　　　　鉛筆
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子ども達の為に　大切に使わせて頂きます。
　　ありがとうございました。

若久緑園に関する質問・意見・疑問などがございましたら、下記の苦情受付委員ま

でお申し出ください。誠意をもってご返答致します。

【苦情受付担当者】上原桂一郎（支援部課長）・鬼塚康宏（支援部係長）

【苦情解決責任者】中山雄二 （ 園 長 ）

【第三者委員】

武末 政利（前桜ヶ丘自治会長）

住所：春日市桜ケ丘８丁目７２番地 電話：０９２－５８２－３８０２

大野 治憲（法人 監事）

住所：福岡市西区姪浜駅南4丁目17-908 電話：０９０－２７１０－４７８０

寄付・寄贈

事務所で直接話づらい、話し合っても解決できない時は

こちらでもご相談をお受けしています。（匿名でのご相談も可能です）

福岡県運営適正化委員会事務局（社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会）

住所：春日市原町３丁目１番７ クローバープラザ４階（東棟）

毎年恒例の恵方巻き作り。

『鮨なにわ』の尾林さんとそのお知り

合いの方の皆さんに今年も来て頂き

ました。

今年もいいことがありますように！と

みんなで静かに黙って頂きました。

とてもおいしかったです!!

毎年ありがとうございます。

園内の行事やこどもたちの様子など随時更新中！

特集

特定相談支援事業

みどり
南区・城南区・那珂川町にお住まいの、

知的障がいや発達障がいのある方お

よびご家族の相談内容をお聞きし、適

切な福祉サービス利用に向けて一緒

に考えていきます。また、サービス等

利用計画を作成し、サービス利用後も

一定期間ごとに『利用しているサービ

スと、ご本人の求める事』について確

認をいたします。

緑園内、短期入所や放課後等デイ

サービスなどともリンクしています。

また、サービス区域以外でも、対応は

可能です(距離に応じて別途費用が発

生)。気兼ねなくお問い合わせください。

０９２－５５１－３１３０<担当：宮崎>

ホームヘルパー

ステーション

第1回を受講して以降、毎年スタッフとして参加させ

ていただいています。私自身も日ごろの支援をふり

かえることのできる研修となっています。

今後も自閉症スペクトラム障がいの方への専門性

を深め、現場でともに支援に関わる方々に伝えるこ

とができるよう努めていきたいです！！

ゆうゆうセンター主催。当事者の方にも協力していただく実践

型の研修です。ゆんたからサービス提供責任者の新川がサブ

アシスタントとしてのスタッフで参加しました。

しんかわゆんたパンダ

若久緑園地域支援部ではホームヘルプ事業と放課後等デイ

サービスの支援、事業運営を行っています。

ホームヘルパーステーションゆんたでは地域に住まわれるハ

ンディキャップを持った方に移動支援、行動援護、身体介護、

家事支援といった福祉サービスを提供しています。

平成２７年１２月

保護者より 口頭での苦情 １件

説明と謝罪を行い了承して頂き解決済み


